
A.今契約しているファイナンス・リース契約の消費税は、
5％のままです。

2025年5月号

有限会社サンシステム
三田市東本庄2070番地の5

TEL079-556-7663 FAX079-556-7664
E-mail:oa-shop@oa-sunsystem.co.jp

URL:www.oa-sunsystem.co.jp

事業のBCP（Business Continuity Plan）対策とは？

日本は地震や豪雨をはじめとする災害が少なからず発生してきた国です。いつどのような災害が発生す
るのか予測できない中、「BCP（事業継続計画）」の重要性が高まっています。
災害などの緊急事態をいかに回避するかを考えるのではなく、災害が起きてしまった場合にどう対処す
るのかを考えることがBCPの基本です。

オフィスのパートナー

「BCP導入事例」

創業1991年
クラウドサービスも

サンシステムへ

あらかじめBCPを策定しておくことにより、万が一災害が起きた際にも混乱を最小限に抑え、素早く復旧を
目指しやすくなります。災害は起きるものとして捉え、必要な準備を整えておくことにより、混乱なく復旧を
進められる点が大きなメリットといえます。

災害が起きた際にも、世の中が求めるサービスや商品を変わらず提供し続けることにより、企業としての社会的な責任を
果たせるというメリットもあります。
緊急事態下においても適切に行うことにより、企業の社会的な価値がいっそう向上するという長期的なメリットもあります。

取引先や顧客の視点に立った場合、リスク管理を徹底している企業は信頼に足る組織といえるでしょう。
優良な企業として取引先や顧客から信頼を得られることは、BCPを策定するメリットの1つといえます。

災害発生時に優先すべき対策や停止させるべきではない業務は、平常時においても組織にとって重要な要素であると
言えます。
BCP策定に向けたリサーチが、平常時の業務効率化や経営判断に役立つケースも多いでしょう。



『安否確認サービス2』

BCP対策ならサンシステムへ
どんな事でもお問い合わせください！

安否確認サービス2は、確実にコミュニケーションを取るための回答方法や、
必要な人にだけ必要な通知を行うといったコミュニケーション機能を実装
しながら、膨大なアクセスにも耐えうる構成で企業のBCP対策に貢献します。

従業員が無事で出社可能な状況か、負傷
し出社不可能な状態にあるか、など従業員
の状況に合わせて第二報、第三報を送る、
といったコミュニケーションがとれて初めて
意味のあるものになります。

蓄電容量1,300Wh、最大出
力500W、質量約40kg。

キャスター搭載で簡単に移
動可能なため、限られたス
ペースを有効活用できます。

停電時には蓄電池からの
電力供給に自動切替注1で

きます。また、無線通信機
器注2を標準搭載。

システム稼働状態のモニ
ターや将来的なIoTサービ
ス、VPP（仮想発電所）機能
にも対応しています。

他のクラウドサービ
スと自動同期やバッ
クアップが遠隔地に
保存出来て安心です

お気軽にご相談下さい！


